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研究の背景及び目的

本研究では，医療診断への応用を目指した高速・高空間分解能な超音波イメ
ージング法の開発を行っております．その手法により，毎秒数千枚の超高速
撮像が可能です．
また，その超高時間分解能を活かした血流などの動態計測，組織弾性（硬さ
）などの機能計測に関する研究を行っており，心臓内血流のように非常に高
速に移動する対象の動態計測や，動脈硬化診断の有用な指標となる血管弾性
（硬さ）の計測などを実現しています．

期待される効果・応用分野

・数kHzの撮像速度を実現する高速超音波イメージング法
・超音波画像の高空間分解能化手法
・生体組織の変位・ひずみの高精度計測法
・生体組織の粘弾性特性計測法

これらの手法は生体以外の非破壊検査等にも適用可能です．一度ご相談下さい．

■ 共同研究・特許など

【産学連携】
超音波イメージングの高分解能化や血管弾性計測などに関する産学共同研究を行い，

・発明の名称: 超音波診断装置
特許登録第4766546号
・発明の名称: 超音波診断装置
特許登録第4721893号

などの特許を取得．

【国際共同研究】
・M. Cinthio氏（Sweden），S. Ricci氏（Italy）
らと血管動態計測に関する共同研究を
実施（2006年～）

・C. L. de Korte氏（The Netherlands）と生体
組織動態計測のための超音波イメージ
ング法に関する共同研究を実施
（2015年～）
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